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告 示
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�愛媛県告示第３５３号
鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（平成１４年

法律第８８号。以下「法」という。）第２９条第１項の規定により指定

しようとする特別保護地区は、次のとおりである。

なお、法第２９条第４項において準用する法第２８条第４項に規定す

る事項は、愛媛県県民環境部環境局自然保護課及び東予地方局農林

水産振興部森林林業課四国中央森林林業振興班において告示の日か

ら起算して１４日を経過する日までの間公衆の縦覧に供する。

令和６年４月１６日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 指定しようとする特別保護地区

� 名称

三島嶺南鳥獣保護区特別保護地区

� 区域

四国中央市金砂町小川山柳瀬の柳瀬ダムえん堤西端を起点と

し、ここから金砂湖の常時満水位の貯水線南岸に沿ってほぼ南

西に進み、奥谷橋を経由し、更に、同岸をほぼ南西に進み、旧

小川橋跡を経由し、更に、同岸をほぼ南西に進み、平野橋南端

に至り、同橋を渡り、金砂湖北岸に出て、ここから同岸に沿っ

てほぼ北東に進み、同えん堤東端に至り、同えん堤を渡り、起

点に至る線に囲まれた区域

� 存続期間

令和６年１１月１日から令和１６年１０月３１日まで

� 保護に関する指針の案

三島嶺南鳥獣保護区のうち、鳥獣、特に水鳥の生息、繁殖等

の場所となっている湖水面を特別保護地区に指定し、鳥獣の生

息地の保護を図る。

２ 意見書の提出等

� 意見書の提出

指定しようとする区域の住民及び利害関係人は、告示の日か

ら起算して１４日を経過する日までの間に、知事に当該特別保護

地区の保護に関する指針の案についての意見書を提出すること

ができる。

� 意見書の提出先

愛媛県県民環境部環境局自然保護課

東予地方局農林水産振興部森林林業課四国中央森林林業振興

班

�愛媛県告示第３５２号
自衛隊法施行令（昭和２９年政令第１７９号）第１１７条第１項及び第１１８条の規定に基づき、陸上自衛隊、海上自衛隊及び航空自衛隊の自衛官

候補生の採用試験の試験期日、試験場の位置及び名称並びに担当区域を次のとおり定める。

令和６年４月１６日

愛媛県知事 中 村 時 広
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試 験 期 日 試 験 場 の 位 置 試 験 場 の 名 称 担 当 区 域

筆記試験、作文及び適性検査
（ＷＥＢ試験）
令和６年５月１８日（土）０時
から令和６年５月２１日（火）
２４時の間で任意の時間

任意の場所 任意の場所 県内全域

口述試験及び身体検査
令和６年５月２５日（土） 松山市南梅本町乙１１５番地 陸上自衛隊松山駐屯地 県内全域
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�愛媛県告示第３５４号
鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（平成１４年

法律第８８号。以下「法」という。）第２９条第１項の規定により指定

しようとする特別保護地区は、次のとおりである。

なお、法第２９条第４項において準用する法第２８条第４項に規定す

る事項は、愛媛県県民環境部環境局自然保護課及び中予地方局農林

水産振興部森林林業課において告示の日から起算して１４日を経過す

る日までの間公衆の縦覧に供する。

令和６年４月１６日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 指定しようとする特別保護地区

� 名称

佐礼谷鳥獣保護区特別保護地区

� 区域

伊予市中山町佐礼谷の仁生川橋西端を起点とし、ここから県

道広田双海線を南西ないしほぼ西に進み、犬寄部落に至る。こ

こから通称赤海山の稜線を北東に進み、市道赤海線と県道中山

伊予線との交点に至り、ここから同県道を南ないし南西に進み、

県道広田双海線との交点に至り、ここから同県道を南に進み、

起点に至る線に囲まれた区域

� 存続期間

令和６年１１月１日から令和１６年１０月３１日まで

� 保護に関する指針の案

佐礼谷鳥獣保護区のうち、北部の特に良好な鳥獣の生息地と

なっている区域について、特別鳥獣保護区に指定し、当該地域

に生息する鳥獣の生息環境を保全する。

２ 意見書の提出等

� 意見書の提出

指定しようとする区域の住民及び利害関係人は、告示の日か

ら起算して１４日を経過する日までの間に、知事に当該特別保護

地区の保護に関する指針の案についての意見書を提出すること

ができる。

� 意見書の提出先

愛媛県県民環境部環境局自然保護課

中予地方局農林水産振興部森林林業課
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�愛媛県告示第３５５号
次の森林を保安林予定森林にしたから、森林法（昭和２６年法律第

２４９号）第３０条の２第１項の規定により告示する。

令和６年４月１６日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 保安林予定森林の所在場所

今治市朝倉下乙１７０の２、乙１７１の１、乙１７１の２、乙１７２の１、

乙１７２の２、乙１７３の１、乙１７３の４、乙１７４、乙１８０、乙１８７、乙１８

８の１

２ 指定の目的

土砂の流出の防備

３ 指定施業要件

� 立木の伐採の方法

ア 次の森林については、主伐は、択伐による。

朝倉下乙１７０の２・乙１７４・乙１８０・乙１８７・乙１８８の１（以

上５筆について次の図に示す部分に限る。）

イ その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

ウ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所

在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期齢以

上のものとする。

エ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

� 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係

書類を愛媛県庁及び今治市役所に備え置いて縦覧に供する。）
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�愛媛県告示第３５６号
次の保安林を解除予定保安林にしたから、森林法（昭和２６年法律

第２４９号）第３０条の２第１項の規定により告示する。

令和６年４月１６日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 解除予定保安林の所在場所

新居浜市立川町２６８番７

２ 保安林として指定された目的

土砂の流出の防備

３ 解除の理由

指定理由の消滅
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�愛媛県告示第３５７号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第３０条第２項の規定により、

松山市�米地区土地改良区の定款の変更を認可した。
令和６年４月１６日

愛媛県中予地方局長 矢 野 悌 二
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�愛媛県告示第３５８号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第３０条第２項の規定により、

松山市立待堰土地改良区の定款の変更を認可した。

令和６年４月１６日

愛媛県中予地方局長 矢 野 悌 二

�������
�愛媛県告示第３５９号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１７項の規定により、

津島町中央土地改良区から次のとおり役員が就任し、及び退任した

旨の届出があった。

令和６年４月１６日

愛媛県南予地方局長 阿 部 恭 司

就 任

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 木 田 守 一 宇和島市津島町浦知４２７

〃 山 本 湧 太 宇和島市津島町近家１１１２－７

〃 坂 本 順 作 宇和島市津島町岩松１９０５

〃 山 下 保 志 宇和島市下波３７５５

〃 魚 � 泰 郎 宇和島市津島町北灘乙１９１２

〃 河 野 昌 朋 宇和島市吉田町白浦１４３９

〃 藤 岡 功 宇和島市津島町上畑地甲３２７

〃 梅 村 健 則 宇和島市津島町近家甲２０９－１８

〃 細 川 陽 一 宇和島市津島町北灘丁１２０８
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選挙管理委員会告示

退 任
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�愛媛県告示第３６０号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第８４条において準用する同

法第１８条第１７項の規定により、南予用水土地改良区連合から次のと

おり役員が就任し、及び退任した旨の届出があった。

令和６年４月１６日

愛媛県南予地方局長 阿 部 恭 司

就 任

退 任

�愛媛県選挙管理委員会告示第２６号
次の政治団体は、政治資金規正法（昭和２３年法律第１９４号）第１７条第２項の規定により、令和６年４月２日以後、政治活動（選挙運動を

含む。）のために寄附を受け、又は支出をすることができない団体となったので、同条第３項の規定に基づき告示する。

令和６年４月１６日

愛媛県選挙管理委員会委員長 三 好 賢 治

監 事 清 家 茂 宇和島市津島町近家甲２５３

〃 武 田 誠 樹 宇和島市津島町下畑地甲１２８３－３

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 武 田 誠 樹 宇和島市津島町下畑地甲１２８３－３

〃 木 田 守 一 宇和島市津島町浦知４２７

〃 山 本 湧 太 宇和島市津島町近家１１１２－７

〃 山 下 保 志 宇和島市下波３７５５

〃 魚 � 泰 郎 宇和島市津島町北灘乙１９１２

〃 河 野 昌 朋 宇和島市吉田町白浦１４３９

〃 坂 本 順 作 宇和島市津島町岩松１９０５

〃 梅 村 健 則 宇和島市津島町近家甲２０９－１８

〃 細 川 陽 一 宇和島市津島町北灘丁１２０８

監 事 藤 岡 功 宇和島市津島町上畑地甲３２７

〃 清 家 茂 宇和島市津島町近家甲２５３

〃 青 山 満 喜 西宇和郡伊方町中浦１６０番地

〃 藤 渕 昭 一 西宇和郡伊方町大江５６番地

〃 山 下 三 郎 西宇和郡伊方町名取７３５番地

〃 井 上 富士大 西予市三瓶町有太刀１４１番地

〃 酒 井 宇之吉 西予市明浜町俵津３番耕地６２番地

〃 西 村 守 宇和島市三浦西３２２３番地

〃 高 田 博 行 宇和島市吉田町法花津７番耕地４１２番
地１７

〃 大 城 一 郎 八幡浜市若山１番耕地４４番地１

〃 岡 原 文 彰 宇和島市丸之内１丁目６番５号

〃 管 家 一 夫 西予市宇和町卯之町１丁目２５７番地

〃 高 門 清 彦 西宇和郡伊方町川永田甲２０３番地

監 事 氏 原 邦 弘 宇和島市高串２番耕地２２０５番地

〃 浅 野 隆 徳 八幡浜市保内町喜木１番耕地８１６番地

〃 石 田 修 八幡浜市五反田１－６２０－７

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 上 田 浩 志 八幡浜市向灘８３２番地２

〃 清 水 稔 八幡浜市保内町宮内６番耕地３７３番地
１

〃 井 上 富士大 西予市三瓶町有太刀１４１番地

〃 酒 井 宇之吉 西予市明浜町俵津３番耕地６２番地

〃 西 村 守 宇和島市三浦西３２２３番地

〃 高 田 博 行 宇和島市吉田町法花津７番耕地４１２番
地１７

〃 大 城 一 郎 八幡浜市若山１番耕地４４番地１

〃 岡 原 文 彰 宇和島市丸之内１丁目６番５号

〃 管 家 一 夫 西予市宇和町卯之町１丁目２５７番地

〃 高 門 清 彦 西宇和郡伊方町川永田甲２０３番地

監 事 川 上 吉 嗣 西予市明浜町高山甲１３８０番地

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 上 田 浩 志 八幡浜市向灘８３２番地２

〃 清 水 稔 八幡浜市保内町宮内６番耕地３７３番地
１

政 治 団 体 の 名 称
代表者及び会計責任者の氏名

主 た る 事 務 所 の 所 在 地
代 表 者 会 計 責 任 者

城村トキ子後援会 石 山 眞佐江 高 松 � 代 伊予郡松前町大字浜１１５７－５

令和６年４月１６日 発行


